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ASO田園空間博物館 (道の駅阿蘇 )

総合案内窓口の取り組み
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館

は
、地
域
振
興
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ
の
一
つ
が「
道
の
駅
」と
し

て
の
取
り
組
み
で
す
。

　
近
年
、「
道
の
駅
」は
、国
内
旅
行

や
ド
ラ
イ
ブ
の
立
ち
寄
り
場
所
と

し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て

お
り
、全
国
に
１
１
０
０
カ
所
以

上
あ
り
ま
す
。「
道
の
駅
」と
い
う

呼
び
名
は
同
じ
で
も
、各
々
の
施

設（
設
備
）や
取
り
組
み
は
一
様
で

は
な
く
、ま
る
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
よ
う
な「
道
の
駅
」も
あ

れ
ば
、温
泉
施
設
や
体
験
施
設
、保

健
福
祉
施
設
等
と
一
体
と
な
っ
た

「
道
の
駅
」も
あ
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩
所
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た「
道
の
駅
」で
す

が
、今
で
は
、地
域
と
密
接
し
た
存

在
に
な
り
、産
業
振
興
や
防
災
機

能
、地
域
福
祉
な
ど
の
面
で
も
重

要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
は
、

従
来
か
ら「
サ
テ
ラ
イ
ト
支
援
事

業
」(

「
広
報
あ
そ
」平
成
30
年
７

月
号
掲
載)

や「
阿
蘇
の
特
産
品

の
情
報
発
信
事
業
」、「
総
合
案
内

事
業
」を
行
っ
て
お
り
、そ
こ
に

「
道
の
駅
」と
し
て
の
取
り
組
み
を

合
わ
せ
、そ
の
集
客
力
の
活
用
で
、

主
要
事
業
で
あ
る
田
園
空
間
博
物

館
事
業
の
更
な
る
充
実
を
図
る
な

ど
、阿
蘇
市
全
体
へ
の
波
及
効
果

（
地
域
活
性
化
）を
も
た
ら
す
こ
と

を
目
的
と
し
た
各
種
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
17
年
４
月
の
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園

空
間
博
物
館
総
合
案
内
所
開
設
以

来
続
け
て
き
た
総
合
案
内
事
業

は
、来
訪
者
へ
の
懇
切
丁
寧
な
案

内
で
阿
蘇
周
遊
を
幅
広
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、阿

蘇
市
の
玄
関
口
で
地
域
振
興
の
一

役
を
担
う「
総
合
案
内
ス
タ
ッ
フ
」

は
、阿
蘇
市
の
振
興
と
観
光
の
ブ

ラ
ン
ド「
然
」に
も
認
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、こ
の「
総
合
案
内
事
業
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

総
合
案
内
事
業
で
は
、主
に

「
案
内
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー

で
の
観
光・
地
域
案
内
」、「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
観
光
情

報・地
域
情
報
の
発
信
」、「
季
刊
情

報
誌『
あ
か
う
し
の
あ
く
び
』の
発

行
」、「
海
外
関
連
イ
ベ
ン
ト・事
業

の
実
施
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

案
内
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
、

日
本
語・
英
語・
フ
ラ
ン
ス
語・
中

国
語
の
４
ヶ
国
語
で
対
応
し
て
お

り
、海
外
か
ら
の
お
客
様
も
快
適

に
周
遊
で
き
る
よ
う
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、最
新
の
道
路

情
報
や
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な

ど
も
ご
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、

市
民
の
方
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ

も
大
歓
迎
で
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
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ASO 田園空間博物館総合案内所
 案内窓口カウンター

道の駅「阿蘇」としての取り組みも行う ASO 田園空間博物総合案内所



海
外
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

は
、熊
本
県
内
の
留
学
生

を
対
象
と
し
た
Ａ
Ｓ
Ｏ
国
際
交
流

事
業「
レ
ッ
ツ・ウ
ォ
ー
ク・イ
ン・

Ａ
Ｓ
Ｏ
」(

地
域
散
策
イ
ベ
ン
ト)

や
台
湾
の
淡た
ん
か
ん江
大
学
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
受
け
入
れ
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
留
学
生
向
け
の
地
域
散
策
イ
ベ

ン
ト
は
、中
岳
火
口
や
草
千
里
な

ど
、世
界
的
に
も
有
名
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
案
内
す
る
だ
け
で
な

く
、阿
蘇
神
社
の
神
事
や
中
江
岩

戸
神
楽
の
観
覧
、婦
人
会
の
作
っ

た
食
事
を
振
舞
う
な
ど
、地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
通
じ
て
阿
蘇
の

歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
内
容
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ
て
、阿

蘇
市
民
と
外
国
人
と
の
交
流
を
深

め
る
ほ
か
、阿
蘇
市
の
魅
力
を
世

界
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
振
興
、イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対
応
の
活
動
が
着
目
さ

れ
、先
日
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
内
の

番
組「
ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー・
プ
ラ

ス
」に
道
の
駅「
阿
蘇
」(

Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館)

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

日
本
文
化
を
海
外

に
発
信
す
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
た
番
組

で
は
、道
の
駅
の
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。番
組
は
世
界
各

国
で
放
送・
配
信
さ

れ
て
い
ま
す
。

※�

日
本
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ�

Ｂ
Ｓ
１
で
平
成
30

年
８
月
７
日(

火)

午
前
３
時
30
分
～

３
時
58
分
放
送

国
内
で
外
国
人
旅
行
者
が
急

増
す
る
中
、阿
蘇
地
域
も

海
外
か
ら
の
旅
行
者
が
ま
す
ま
す

増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、外
国
人
が
日
本
を
訪
れ

て
体
験
し
て
み
た
い
こ
と
の
中

で
、「
地
域
な
ら
で
は
の
体
験
」、

「
地
域
住
民
と
の
交
流
」「
地
域
の

歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
」等
の
需

要
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空

間
博
物
館
が
阿
蘇
市
の
地
域
振
興

の
役
目
を
し
っ
か
り
と
果
た
せ
る

よ
う
、阿
蘇
市
民
の
み
な
さ
ま
の

ご
協
力
も
得
な
が
ら
今
後
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
、台
湾
及

び
ア
ジ
ア
圏
に
向
け
て
阿
蘇
の

情
報
を
発
信
し
、今
後
の
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、淡
江
大
学
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、７
月

３
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
の
32

日
間
、４
名
の
学
生
が
、Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
博
物
館
の
他
、阿
蘇
市

内
の
宿
泊
施
設
や
研
修
施
設
で

職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
、帰
国
後
、大
学

な
ど
に
お
い
て
今
回
の
経
験
を

元
に
阿
蘇
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
予
定

で
す
。

Ａ
Ｓ
Ｏ
国
際
交
流
事
業

台
湾
淡た

ん
か
ん江
大
学

イ
ン
タ
ー
ン
受
け
入
れ
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Let’s Walk in ASO 手野地区散策の様子

車帰公民館での食事風景



１
日
目

■
阿
蘇
火
山
博
物
館

　
阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
４
年
間

の
取
り
組
み
や
運
営
体
制
な

ど
の
現
況
説
明
、ジ
ュ
ニ
ア
ジ

オ
ガ
イ
ド
講
座
の
視
察
、ジ
オ

パ
ー
ク
ガ
イ
ド
協
会
に
よ
る
活

動
状
況
の
報
告
に
基
づ
き
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

■
阿
蘇
中
岳
火
口

　
中
岳
火
口
の
視
察
で
は
火
口

見
学
の
安
全
確
保
、火
山
活
動

の
監
視
体
制
、研
究
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

カルデラ暮らし

vol.19
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ジオパークは、地球の活動が
つくりだす大地、そこで育ま
れる生きものや恵み、それら
を人々が活用し築きあげる
文化を、観て、遊んで、味わ
い、地球と私たちの暮らしの
『つながり』を知り、地球とよ
り良く暮らすことを考える
きっかけとなる場所です。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

再
認
定
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

文化
暮らし

生きもの大地
(地形・地質）

阿蘇ユネスコジオパークの　　　な話題をお届け。

　
８
月
６
日
～
９
日
に
か
け
て

ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の

再
認
定
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。前
回
の『
カ
ル
デ
ラ
暮
ら

し
』で
は
、な
ぜ
再
認
定
審
査
が

行
わ
れ
る
の
か
と
、審
査
の
ポ

イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、４
日
間
に
わ
た
り
行

わ
れ
た
審
査
の
様
子
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

２
日
目

■
道
の
駅
阿
蘇

(

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館)

　
道
の
駅
阿
蘇
で
は
、外
国
人

を
含
め
た
ツ
ア
ー
客
に
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
、地

元
の
物
産
を
ジ
オ
パ
ー
ク
と

関
連
付
け
る
工
夫
な
ど
を
紹

介
し
ま
し
た
。

■
大
観
峰

　
大
観
峰
で
は
、ジ
オ
ガ
イ
ド

に
よ
る
案
内
を
行
い
、カ
ル
デ

ラ
地
形
の
説
明
や
、熊
本
地
震

後
の
内
牧
温
泉
の
復
旧
へ
の
道

の
り
を
紹
介
し
ま
し
た
。

■
阿
蘇
神
社　

　
阿
蘇
神
社
で
は
、震
災
か
ら

の
復
旧
の
状
況
や
、ジ
オ
ガ
イ

ド
に
よ
る
来
訪
者
へ
の
対
応

な
ど
支
援
の
様
子
を
紹
介
し

ま
し
た
。

■
押
戸
石(

南
小
国
町)

　
押
戸
石
ジ
オ
サ
イ
ト
で
は
、地

元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
周
辺
の
草

原
を
ど
の
よ
う
に
保
全
し
て
い

る
か
を
紹
介
し
ま
し
た
。
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ジュニアジオガイドたち

大観峰から阿蘇谷を望む

押戸石の磁場を調査 復旧状況などを説明

２名の審査員を歓迎する佐藤市長 ウィズリー・ヒル氏

ジャン・
ジィグアン氏



審査員講評
　最後に 4日間の現地審査について審査員の
２名から講評をいただきました。その中では、
「熊本地震があったにもかかわらず、ジオパーク
としての根幹がしっかりつくられている。復興
においては、災害の爪痕を残しながら、50 年
後の人たちが見てもその過程が分かるように進
められていることが素晴らしい。」などの評価を
いただきました。また、阿蘇ジオパーク推進協議
会へ、日頃の業務から、審査に至るまでの対応に
ついて労いの言葉もいただきました。
　これからの活動に対しては、「熊本地震からの
復興に向けた活動を最重要事項として取り組ん
でほしい。そこから新しい教育や研究の価値が
生まれる。」ということや、「阿蘇地域は、ユネス
コ世界ジオパークの新しい候補地にとってモデ
ルとなりうる活動を続けてほしい。自然・文化・
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阿蘇ジオパーク推進協議会
〒 869-2232 熊本県阿蘇市赤水 1930 番地 1 阿蘇火山博物館内 
TEL: 0967-34-2089 FAX: 0967-34-2090
公式ウェブサイト：http://www.aso-geopark.jp/　フェイスブック：https://www.facebook.com/AsoGeopark/

■
鍋
ヶ
滝(

小
国
町)

　

阿
蘇
火
山
の
４
回
に
わ
た

る
巨
大
火
砕
流
噴
火
の
中
で
、

最
も
大
規
模
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｏ-

４（
４
回
目

の
噴
火
）火
砕
流
に
よ
る
溶
結

凝
灰
岩
が
滝
を
つ
く
っ
て
い

る
状
況
や
、こ
の
滝
を
訪
れ
る

観
光
客
の
安
全
対
策
、保
全
対

策
な
ど
を
小
国
町
長
が
説
明

し
ま
し
た
。

３
日
目

■
阿
蘇
草
原
保
全
活
動
セ
ン
タ
ー

　

環
境
省
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国

立
公
園
管
理
事
務
所
が
ジ
オ

パ
ー
ク
と
国
立
公
園
の
協
力

関
係
を
紹
介
し
ま
し
た
。

歴史・人々の生活の強い繋がりを、より磨きあげて
他のユネスコ世界ジオパークに伝えることが重要
な役割。」等のアドバイスをいただきました。
　ユネスコ世界ジオパークの再認定審査の結果
は、9月にイタリアで開催される世界会議で審議
された後、来年４月から５月頃、ユネスコ執行委員
会を経て、決定・公表される予定です。

■
南
阿
蘇
鉄
道(

高
森
町
）

　
南
阿
蘇
鉄
道
の
ト
ロ
ッ
コ
列

車
で
中
松
駅
か
ら
高
森
駅
ま
で

乗
車
を
体
験
し
、外
国
語
を
交

え
て
沿
線
か
ら
の
風
景
に
つ

い
て
解
説
し
ま
し
た
。高
森
駅

で
は
、高
森
町
長
や
町
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ「
風
ま
る
」な
ど
が
出
迎

え
、昼
食
を
取
り
な
が
ら
高
森

町
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活

動
、町
づ
く
り
な
ど
の
現
状
を

紹
介
し
ま
し
た
。

■
久
木
野
層(

南
阿
蘇
村)

　
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
が
か
つ
て
湖

で
あ
っ
た
時
代
に
堆
積
し
た
地

層(

久
木
野
層)

に
つ
い
て
、

将
来
の
ジ
オ
サ
イ
ト
化
へ
の
可

能
性
等
を
、南
阿
蘇
村
長
が
説

明
し
ま
し
た
。

■
立
野
峡
谷(

南
阿
蘇
村)

　

熊
本
地
震
の
際
に
崩
落
し

た
立
野
峡
谷
の
阿
蘇
大
橋
付

近
で
、ジ
オ
ガ
イ
ド
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
後
、国
土
交
通
省
か

ら
イ
ン
フ
ラ
復
旧
に
向
け
た

取
り
組
み
や
ジ
オ
パ
ー
ク
と

の
協
力
関
係
の
紹
介
、南
阿
蘇

村
か
ら
は
、震
災
の
記
憶
を
と

ど
め
る
た
め
の
取
り
組
み
も

紹
介
し
ま
し
た
。

31 広報あそ 2018.9

阿蘇地域一帯の模型による説明

WebTV アソ
動 画


